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日本語と韓国語の程度副詞の統辞的考察 
-程度副詞の名詞修飾及び共起する形式を中心に- 
 
安 智恵 
(言語文化専攻 言語・情報学研究コース） 
 
0. はじめに 
修士論文では、日本語の程度副詞と韓国語の程度副詞の名詞修飾について、コーパスか
ら抽出した用例の分析を行い、修飾される名詞の語彙的な側面と、程度副詞と共起する形
式の統辞的な側面について検討した。以下は論文の章構成(小項目は省略)である。 
0. はじめに 
1. 日韓の副詞の分類及び程度副詞の定義 
2. 先行研究 
3. 考察対象及び考察方法 
4. 語彙的考察 
5. 程度副詞と共起する形式に関する統辞的考察 
6. 日韓程度副詞の下位分類とそれぞれの名詞修飾に関する考察 
7. おわりに 
本稿では、第 4 章の語彙的な考察についての記述を簡潔に示す。なお、韓国語のローマ
字表記は河野六郎(1979)1に従う。韓国語文献の日本語訳やグロス、太字、下線は筆者によ
る。 
 
1. 先行研究とその問題点 
1.1. 先行研究 
韓国語の程度副詞による名詞修飾に関する研究としては김경훈(1977)と손남익(1995)が挙
げられる。その内손남익(1995: 94)は程度副詞が名詞を修飾する際にはその名詞が[+程度性]
を持つ場合だけが可能であると述べている。 
日本語の程度副詞の名詞修飾に関する研究としては山田孝雄(1936)、佐野由紀子(1997) 
が挙げられる。山田孝雄(1936: 388)は程度副詞の名詞修飾について「程度の副詞は體言の直
上にありて之を装定してその意を限定することあり。これは方向、距離、關係、數量等を
あらはす體言の直上に「の」助詞なくして装定するものなり」と述べている。佐野由紀子
(1997)は程度副詞の名詞修飾について、「の」を介さずに程度副詞と共起する名詞、「の」を
                                                   
1
 河野六郎(1979: 96-97)における韓国語のローマ字表記は
母音:ㅏ[a],ㅑ[ia],ㅓ[e],ㅕ[ie],ㅗ[o].ㅛ[io],ㅜ[u],ㅠ[iu],ㅡ[y],ㅣ[i],ㅘ[oa],ㅝ[ue],ㅐ[ai],ㅔ[ei],ㅚ[oi],ㅟ[ui],ㅢ[yi],
ㅒ-[ai,]ㅖ[iei],ㅙ[oai],ㅞ[uei] 
子音:ㄱ[g],ㄲ[gg].ㄴ[n],ㄷ[d],ㄸ[dd],ㄹ[r],ㅁ[m],ㅂ[b],ㅃ[bb],ㅅ[s],ㅆ[ss],ㅇ[‘,ng],ㅈ[j],ㅉ[jj],ㅊ[c],ㅋ[k],ㅌ[t],
ㅍ[p],ㅎ[h]」である。 
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介しても介さなくても程度副詞と共起する名詞、「の」を介してのみ程度副詞と共起する名
詞の三つに分けて考察を行っている。 
佐野由紀子(1997)の結論から言うと、名詞の多くは「の」を介してのみ程度副詞と共起す
る、と結論付けている。しかし、「の」を介さずに程度副詞と共起する名詞も存在し、「相
対的広がりを持つ時空間の名詞」や「数量を表す名詞」の他に「旧式、新式、新型、旧型
‧‧‧」等の名詞が挙げられると述べている。この場合、程度副詞は意味的に前項の形容詞的
要素のみ修飾しているので「の」を介しては共起できない。また、「の」を介しても介さな
くても程度副詞と共起する名詞も存在し、「美人、勉強家、食いしん坊‧‧‧」等が挙げられ
ている。これらの名詞は名詞でありながら、幾つかの点で形容詞的な特徴が見られると述
べている。 
日韓の程度副詞に関する対照研究には、日韓程度副詞の統辞的な特性と意味的な特性の
対照研究を行っている張正來(2001)と、日韓程度副詞の名詞修飾について考察を行っている
金賢珍(2005)がある。金賢珍(2005)は日韓の程度副詞の中で｢程度大｣を表す語を中心に、そ
れらがどのような名詞と共起しているかについて考察している。程度副詞と共起する名詞
については、寺村秀夫(1968)に基づいて、「①相対関係を表す名詞、②属性・状態を表す名
詞、③動作性および量性を表す名詞」の三つに分けて分析を行っている。金賢珍(2005)は実
例を挙げながら、程度副詞と共起する名詞を挙げ、それとともに、例(1)のように程度副詞
とよく共起する形式についても指摘をしているが、詳しい考察は行っていない。 
 
(1) a. 沢田さんて人はとても人格者らしいね。 
b. 그에 비하면 동숙은 자신이 너무 바보같다고  느껴졌다. 
｢彼に比べるとドンシュクは自分があまりにも馬鹿らしく感じられた。｣ 
(金賢珍 2005: 179) 
 
1.2．先行研究の問題点 
①韓国語、②日本語、③日韓対照の従来の研究を概観すると、以下の問題点をそれぞれ
提起できる。 
①韓国語の研究 
김경훈(1977)と손남익(1995)は程度副詞の名詞修飾について、単に例外的なこととして扱う
べきではなく、更なる研究の必要性があると指摘している。しかし、両研究とも副詞全体
に対する研究であるため、具体的な考察が行われていない。韓国語の程度副詞に関する研
究は多いが、程度副詞の名詞修飾に注目した研究は不十分である。 
②日本語の研究 
山田孝雄(1936)は日本語の文法概論であり、程度副詞は副詞の一部として取り扱っている。
そのため、具体的な程度副詞の名詞修飾についての説明は不十分である。佐野由紀子(1997)
はどのような名詞が程度副詞によって修飾されるかを分析している研究である。佐野由紀
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子(1997)は三つの観点から程度副詞の名詞修飾について考察し、その名詞が持つ特性につい
ての考察も行っている。しかし、挙げられている例文が程度副詞「かなり」に限定されて
いる点、実例的な例文が数少なく、計量的な調査が行われていない点が問題点として挙げ
られる。 
③日韓対照の研究 
張正來(2001)は日韓の程度副詞について対照研究を行っている。張正來(2001)は「程度副詞
には名詞と共起可能なものと共起可能ではないものがある」と述べているが、それについ
ての具体的な研究は行われていない。金賢珍(2005)は日韓の程度副詞によって修飾されてい
る名詞にはどのような名詞があるか、どのような形式が程度副詞とよく共起しているかに
ついて考察を行っている。しかし、その考察の範囲が「程度大」を表す語に限られている。
程度副詞と共起しやすい名詞述語の形式について述べているものの、なぜそのような形式
が程度副詞と共起可能であるかについての考察は行われていない。 
 
2．研究方法 
韓国語と日本語の程度副詞の名詞修飾について考察するため、まず考察対象とする程度
副詞を選ぶ。韓国語と日本語の語彙頻度調査2から使われる頻度が高い上位 10 個の程度副詞
を選び出した。考察対象とする程度副詞は、韓国語の「더(de)、좀(jom)、너무(nemu)、
매우(mai‘u)、조금(jogym)、무척(muceg)、다소(daso)、상당히(sangdanghi)、꽤(ggoai)、
극히(gyghi)」と、日本語の｢スコシ、トテモ、モット、カナリ、ナカナカ、ケッコウ、ヤヤ、
ズイブン、タショウ、ゴク｣3である。 
研究方法として『21 세기 세종균형말뭉치(21 世紀世宗均衡コーパス)』と『新潮文庫の 100
冊』を用い、考察対象である程度副詞が含まれている用例を収集した。韓日のコーパスか
ら抽出した例文はすべて、「程度副詞＋‧‧‧‧」の形である。その形の内、「程度副詞＋名詞
＋格助詞」の用例を取り出す。そして、その「程度副詞＋名詞＋格助詞」を「名詞を修飾
している用例」と「動詞‧形容詞など用言を修飾している用例」に分類する。名詞を修飾し
ているか用言を修飾しているかの判断は、例(2)のように、語順を変えて非文になるかどう
かによって判断する。例(2a)では、程度副詞と名詞の語順を変えると、(2a´)に示すように非
文になる。よってこの用例は名詞修飾と判断する。また、例(2b, b´)では語順を変えても非
文にならないため、この用例は動詞‧形容詞修飾と判断する。 
 
(2)  a. これはかなり以前に受け取ったものだ。 
 a´. *これは以前にかなり受け取ったものだ。 
 b. 少し問題が起きた。 
                                                   
2 日本語の頻度調査は国立国語研究所(2006)『現代雑誌 200 万字言語調査』を、韓国語の頻度調査국립국 
어연구원(2002)『현대국어사용빈도조사』を参考にした。 
3
 本稿の考察対象である日本語の程度副詞には、漢字とひらがなの両方の表記がある語があるため、カタ
カナで統一して表記する。なお、コーパスでの用例収集においては平仮名、漢字両方の検索を行う。 
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 b´. 問題が少し起きた。 
本稿では、主に「程度副詞＋名詞＋格助詞」から「名詞修飾」と判断した用例を中心に
語彙の面から考察を行う。名詞は野間秀樹(1990)を参考にし、「人間、団体、具体、事柄、
位置、時間、数量、抽象、性質、活動」に分類する。語彙的な考察の対象になった用例は、
日本語 182 例、韓国語 357 例である。 
 
3. 考察 
3.1. 韓国語の程度副詞の名詞修飾に関する語彙的考察 
コーパスから収集した用例の内、「名詞修飾」の用例は 357 例現れた。韓国語の場合、「時
間名詞」と「抽象名詞」が圧倒的に多く現れている。以下に、収集した用例に現れている
名詞を分類し、表 1 にまとめる。 
 
表 1: 「名詞修飾」の用例から現れた名詞の分類 
名詞分類 人
間 
団
体 
具
体 
事
柄 
位
置 
時
間 
数
量 
抽
象 
性
質 
活
動 
合計 
de     4 2  121   127 35.6% 
jom        1 1  2 0.6% 
nemu     3 5    1 9 2.5% 
mai‘u         2 2 4 1.1% 
jogym     5 158  2 1  166 46.5% 
muceg      3  1   4 1.1% 
daso        1   1 0.3% 
sangdanghi           0 0.0% 
ggaoi      14     14 3.9% 
gyghi      6 2 22   30 8.4% 
合計 0 0 0 0 12 188 2 148 4 3 357 例 
100.0% 0 
% 
0 
% 
0 
% 
0 
% 
3.4 
% 
52.7 
% 
0.6 
% 
41.4 
% 
1.1 
% 
0.8 
% 
 
表 1 でみられるように、韓国語の場合、「時間名詞」と「抽象名詞」が圧倒的に多く現れ
ている。特に、時間名詞は程度副詞「jogym」によってよく修飾されている。抽象名詞の場
合は程度副詞「de」によって修飾されているのが分かる。以下では、その修飾される名詞の
数が多い順に詳しく用例を挙げながら見ていく。なお、例文の末尾の[  ]内に出典を記す。 
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<修飾された時間名詞> 
程度副詞によって修飾されている「時間名詞」は全 357 例の内、188 例現れた。考察対象
の程度副詞の内、時間名詞を修飾している程度副詞は「de, nemu, jogym, muceg, ggoai, gyghi」
である。それらの程度副詞によって修飾された時間名詞は「전(jen, 前)오랫동안(oraisdong‘an, 
長い間)、후(hu,後)、뒤(dui, のち)、초기(cogi, 初期),최근(coigyn, 最近)」である。例を以下
に挙げる。 
 
(3) 동익이 지금 집에 없는데、 조금  전에 외출했어요.[CE000030] 
do‘ig-‘i   jigym     jib-‘ei   ‘ebs-nyndei   jogym  jen-‘ei   ‘oicurha-iss-‘e‘yo 
PSN-NOM  今   家-DAT いない-CVB   少し  前-DAT    外出する-PAST-HON  
「ドンイクは今家にいないよ、少し前に外出しました。」 
 
(4) 길준은 꽤  오랫동안 안정된 직장을 구하지 못했기 때문이다. [BA93E018]   
girjun-‘yn  ggoai  ‘oraisdong‘an  ‘anjengdoi-n     jigjang-‘yr  
PSN-TOP   かなり   長い間  安定だ-ATTR 職場-ACC 
guha-jimosha-iss-gi      ddaimun-‘ida 
得る-NEG.CVB-PAST-NMLZ  ため-COP.IND 
「ギルジュンはかなり長い間安定した職場が得られなかったためだ。」 
 
188 例の内、一番多く現れた時間名詞は「전(jen, 前)」で、程度副詞「jogym」によって修
飾されている用例が一番多い(例 3)。例(4)の오랫동안(‘oraisdong‘an, 長い間)という名詞は程
度副詞によってよく修飾されている。この名詞は「오래(‘orai、長らく)」という副詞と
「동안(dong‘an、間)」という名詞が合成された複合名詞である。このように、複合名詞の内
部に副詞的な性質を持つために、程度副詞によって修飾されやすいと考えられる。 
 
<修飾された抽象名詞> 
程度副詞によって修飾されている「抽象名詞」は 148 例現れた。考察対象の程度副詞の内、
抽象名詞を修飾している程度副詞は「de, jom, jogym, muceg, daso, gyghi」で、一番修飾され
ている抽象名詞は 114 例現れた「이상(‘isang, 以上)」である。 
 
(5) 아내는 다행히 더 이상은 묻지 않았다.[CE000030] 
‘anai-nyn dahainghi  de  ‘isang-‘yn    mud-ji‘anh-‘ass-da 
家内-TOP 幸いに   もっと   以上-TOP     聞く-NEG.CVB-PAST-IND 
「家内は幸いにそれ以上は聞かなかった。」 
 
「이상(‘isang, 以上)」という名詞は抽象的な数や量を相対的に表す名詞である。「이상(‘isan 
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g, 以上)」は他の程度副詞とは共起せず、「de」という比較を表す副詞とよく共起している。
全 148 例の内、「de」が「이상(‘isang, 以上)」を修飾している用例は 121 例現れている。例
(6)は「gyghi」が「일부분(‘irbubun, 一部分)」という抽象名詞を修飾している用例である。 
 
(6) 세상일의 극히 일부분을 알면서 모두 아는 척하고 있을 뿐이니까. [CH000086] 
seisang‘ir-‘yi  gyghi  ‘irbubun-‘yr  ‘ar-miense  modu  ‘a-nyn-ceg-ha-go‘iss‘yr 
世の事-GEN    ごく    一部分-ACC    知る-CVB  すべて   知る-ATTR-ふり-する-CVB.PAST.ATTR 
bbun-‘inigga 
だけ-COP.EMPH 
「世の中のごく一部分しか知らないのに、すべてを知っているようなふりをしているだけ
だよ。」 
 
(7) 나는 그의 말에 다소 놀라움을 감추지 못했다. [BEXX0025] 
na-nyn    gy-‘yi mar-‘ei  daso norra-‘um-‘yr gamcu-jimosha-iss-da 
1.PRN-TOP  3.PRN-GEN    言葉-DAT  多少 驚く-NMLZ-ACC 潜む-NEG.CVB-PAST-IND 
「私は彼の言葉に多少驚きを隠せなかった。」 
 
例(7)のような「名詞化語尾{-m}」によって名詞化された用例も現れた。例(7)「놀라다(norra 
da, 驚く)」という動詞が「놀라움(norra‘um, 驚き)」という名詞に名詞化されている。これ
らは元の用言的な性質が残っているため、程度副詞によって修飾されると考えられる。 
 
<時間・抽象名詞以外に修飾された名詞> 
 全 357 例の内、時間・抽象名詞を除いた名詞は「位置、数量、性質、活動名詞」で
21 例現れた。その内、「数量、性質名詞」の用例を挙げる。例(8)は「数量名詞」の用例
であり、例(9)は「性質名詞」である。「귀염성(gui‘iemseng, 可愛さ)」という名詞は形容詞
の「귀엽다(gui‘iebda, 可愛い)」と「성(seng, 性)」が合成されて作られた名詞である。この
ような名詞は形容詞のような性質を持つため、程度副詞によって修飾されると考えられる。 
 
(8) 그러나 이러한 수준에 관심을 가져야 할 사람은 극히 소수에 불과하다.[BHXX0059] 
gyrena  ‘irehan  sujun- ‘ei   goansim-‘yr gaji-e‘ya-ha-r       saram-‘yn 
しかし     こんな  水準-DAT    関心-ACC 持つ-CVB-する-ATTR  人-TOP 
gyghi   sosu-‘yi   burgoahada 
ごく    少数-DAT 過ぎない.IND 
「しかし、こんな水準に関心を持つべき人はごく少数に過ぎない。」 
 
(9) 겉보기와 마찬가지로 그녀의 벗은 몸은 보기에 매우 귀염성이 있었다. [D96AA114] 
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getbogi-‘wa macangajiro   gynie-‘yi bes-‘yn   mom-‘yn     bogi‘e   
外観-COM   同じく       彼女-GEN 脱ぐ-ATTR  体-TOP         みるに 
mai‘u   gui‘iemseng-‘i    ‘iss-‘essda 
とても   可愛らしさ-NOM    ある-PAST.IND 
「外見と同じく彼女の脱いだ姿はとても可愛らしさがあった。」 
  
また、「位置名詞」としては「앞(‘ap, 前)、위(‘ui, 上)、밑(mit, 下)、안쪽(‘anjjog, 内側)、
앞장(‘apjang, 先頭)、북쪽(bugjjog, 北側)、사이(sa ‘i, 間)、옆길(‘iepgir, 横道)」のような名
詞が、「活動名詞」としては「과식(goasig, 食べ過ぎ」という名詞が 1 例現れた。 
 
3.2. 日本語の程度副詞の名詞修飾に関する語彙的考察 
コーパスから収集した用例の内、「名詞修飾」の用例は 182 例である。その用例に現れて
いる名詞を分類し、表 2 にまとめる。 
 
表 2: 「名詞修飾」の用例で現れた名詞の分類 
名詞分類 人
間 
団
体 
具
体 
事
柄 
位
置 
時
間 
数
量 
抽
象 
性
質 
活
動 
合計 
スコシ     31 55     86 47.3% 
トテモ           0 0% 
モット     11 7     18 9.9% 
カナリ     9 21  3 2  35 19.3% 
ナカナカ     2      2 1.1% 
ケッコウ        1    1 0.5% 
ヤヤ     12 2   1  15 8.2% 
ズイブン      12     12 6.6% 
タショウ     2      2 1.1% 
ゴク     1 8  2   11 6.0% 
合計 0  0 0 0 68 105 0 6 3 0  
182 例 
100.0% 
0 
% 
0 
% 
0 
% 
0 
% 
37.3
% 
57.7
% 
0 
% 
3.3
% 
1.7
% 
0 
% 
 
寺村秀夫(1968: 51)は「日本語の名詞の中には「時間的‧空間的な相対的位置関係」を表す
ものがかなり多くあり、共通の特異な behavior を示している」と述べている。表 2 で見ら
れるように、従来の研究で述べられてきた程度副詞によって修飾される名詞、すなわち、「時
空間の名詞」が圧倒的に多く現れている。しかし、程度副詞によって修飾される「数量を
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表す名詞」は一例も現れていない。以下では、「時間名詞、位置名詞、抽象名詞、性質名詞」
の用例の多い順で見ていく。なお、例文の末尾の[  ]内に出典を記す。 
 
<修飾された時間名詞> 
「程度副詞＋名詞＋格助詞」に現れた名詞 182 例の内、時間名詞は 105 例現れた。野間秀
樹(1990: 24)は「格語尾「～から」が付きうるもの」を時間名詞として分類している。表 3
は程度副詞によって修飾されている時間名詞をまとめたものでる。以下に、その用例を挙
げる。 
 
表 3: 程度副詞によって修飾される時間名詞 
前 後 のち 以前 昔 最近 短 
時間 
初期 一時 後年 合計 
56 21 4 13 1 4 2 1 1 2 105 例 
100.0% 53.4% 20% 3.9% 12.4% 0.9% 3.8% 1.9% 0.9% 0.9% 1.9% 
 
(10) さり気なくしてはいるが、やはり、小兵衛は落ちつかぬ。すこし前に食べた朝飯も、
砂を噛んでいるようなおもいだったのである。                                [ikenami] 
(11)「すると、君の心は、ずいぶん昔からキリストを求めていたわけですね」[miuraayako] 
 
程度副詞によって一番多く修飾されている時間名詞は「前(例 10)」である。程度副詞と時
間名詞との関係をみると、「スコシ、モット、カナリ、ヤヤ、ズイブン、ゴク」が時間名詞
を修飾している。例(11)は「ズイブン」が時間名詞「昔」を修飾している例である。また、
「後年」という名詞は「ヤヤ」によってしか修飾されていなかった。程度副詞の性質によ
って修飾できる時間名詞に偏りがあることが分かった。 
 
<修飾された位置名詞> 
「程度副詞＋名詞＋格助詞」に現れた名詞 182 例の内、位置名詞は 68 例現れた。野間秀
樹(1990: 23)は位置名詞を「‘机の上’における‘上’のように位置を表すもの」としている。 
コーパスから収集した用例の内、一番多く現れた位置名詞は例(12)の「手前」である。 
 
(12) 彼は成城につくと、父の家のかなり手前で車をとめ、車からおりて歩いた。そして庭
にはいると裏口にむかった。                                             [tachihara] 
(13) もちろん速度はおとしていたが、前方の小型車を抜こうとして加速したとき、その小
型車がやや右によってきた。                                            [tachihara] 
 
程度副詞によって修飾される位置名詞をまとめると、以下のようになる。 
安 智恵 
- 87 - 
 
①上下類‧‧‧上(11 例)、下(5 例)、上下(1 例)、下方(1 例) ······················18 例 
②前後類‧‧‧手前(11 例)、後ろ(3 例)、先(2 例)、前(5 例)、後方(3 例) ·············24 例 
③内外類‧‧‧外(2 例)、外側(1 例)、奥(1 例) ····································4 例 
④左右類‧‧‧左(5 例)、右(6 例) ···············································11 例 
⑤側面類‧‧‧そば(2例)、横(3 例) ··············································5 例 
⑥その他‧‧‧東(1 例)、南向き(1 例)、遠方(2例)、人前(2例) ·······················6 例 
 
程度副詞によって修飾される「位置名詞」には様々な名詞が現れている。特に、「上下」、
「前後」、「左右」類の名詞が多く現れた。また、位置名詞をよく修飾する程度副詞は「ス
コシ、カナリ、ヤヤ、モット」である。「スコシ、モット」は 6 つの位置名詞類を全て修飾
している。それに比べ、「カナリ、ヤヤ」は修飾する位置名詞類に偏りがあった。 
 
<修飾された抽象・性質名詞> 
「名詞修飾」の用例で現れた名詞 182 例の内、時間・位置名詞以外に修飾されていた名詞
は抽象名詞(7 例)と性質名詞(3 例)で、10 例現れている。以下にその用例を一つずつ挙げる。 
 
(14)「ボンボン、けっこう一人前になったもんやなあ」          [miuraayako] 
(15)そのようなことがいろいろあって後、騒ぎがやや下火になりかかった頃を見はからって
わたしたちは結婚しました。                                              [tsutsui] 
 
例(14)は抽象名詞である。「一人前」という名詞は他の抽象名詞に比べ、その名詞性は低い
と思われる。なぜなら、「一人前になる」は適格だが、「一人前が～」、「一人前を～」のよ
うにつけられる格助詞に制限があることから名詞性が低いと思われるためである。例(15)
は性質名詞が修飾されている用例である。 
 
3.3. まとめ 
以上、程度副詞によって修飾される韓国語と日本語の名詞について語彙的な考察を行った。
考察の結果を表 4 にまとめて示す。 
表 4: 韓日の程度副詞によって修飾される名詞分類 
名詞
分類 
人間 団体 具体 事柄 位置 時間 数量 抽象 性質 活動 合計 
韓国
語 
0 0 0 0 12 188 2 148 4 3 357 例 
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.4% 52.7% 0.6% 41.4% 1.1% 0.8% 
日本
語 
0 0 0 0 68 105 0 6 3 0 182 例 
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 37.3％ 57.7% 0.0% 3.3% 1.7% 0.0% 
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両言語とも一番多く修飾されている名詞は「時間名詞」であることが分かった。また、
二番目に多く修飾されている名詞は韓国語の場合「抽象名詞」、日本語の場合「位置名詞」
であることが分かった。修飾される名詞類は両言語で違いがあり、このような違いは韓国
語で①「더 이상(de‘isang)」という表現が多く現れたこと、②名詞化語尾による転生名詞が
現れたこと、が原因であると考えられる。 
 
4．おわりに 
本稿は、程度副詞によって修飾される名詞の語彙的な側面について韓国語の程度副詞と日
本語の程度副詞の対照を試みたものである。しかし、考察対象である韓日の程度副詞一つ
一つの特徴や性質について考慮しなかったこと、限られたコーパスからの用例の収集でそ
の用例が少なかったことが本稿の問題点である。今後の研究では、本稿を踏み台として、
程度副詞を性質によって分類を行い、コーパスだけではなく対訳資料などを使って、詳し
く両言語の程度副詞に関する課題を進めていきたい。 
 
【略号一覧】 
1 (first person) 1 人称 / 3 (third person) 3 人称 / ACC (accusative) 対格 / ATTR (attributive) 連体形 / COM 
(comitative) 共格 / COP (copula)  コピュラ / DAT (dative) 与格 / GEN (genitive) 属格 / HON (honorific) 敬
称 / IND (indicative) 直説法 / INF (Infinitive form) 連用形 / NMLZ (nominalizer) 名詞化 / NOM (nominative) 
主格 / PAST (past) 過去 / PRN (personal pronoun) 人称代名詞 / PSN (person name) 人名 / TOP (topic) 主題 / 
- 形態素境界 
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